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【年通号数】公開・登録公報2011-049
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【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  33/38     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ  33/38    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  51/30    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月26日(2012.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱成形用表面層及びこれに隣接する背後層を有する熱成形用成形型であって、
　該表面層は熱浸透率（ｋＪ／ｍ２ｓ１／２Ｋ）が０．０１～２５の材料により形成され
ると共に下式 （１）： 
Ｆα１／２×１０３＞ｔ＞Ｇ ・・・・・（１） 
（式中，ｔ；表面層の厚み（ｍｍ）、α；温度伝達率（ｍ２／ｓ）、Ｆ；３０、Ｇ；０．
０４）
で表される厚みを有し、かつ前記背後層はその熱浸透率が５以上で且つ前記表面層より大
きい材料から構成されていることを特徴とする熱成形用成形型。 
【請求項２】
　該表面層の厚みｔの計算係数のＦ値が１５、又はＧ値が０．０６である請求項１に記載
の熱成型用成形型
【請求項３】
　該表面層の熱浸透率が０．３～１０である請求項１または２に記載の熱成型用成形型。
【請求項４】
　該背後層に熱の供給及び又は排出を行う機構を設け、該表面層の温度制御を行うように
した請求項１～３のいずれかに記載の熱成形用成形型。
【請求項５】
　該表面層として、金属、合成樹脂、合成樹脂複合材料、セラミックスの中のいずれかの
材料を用いる請求項１～４のいずれかに記載の熱成型用成形型。 
【請求項６】
　該表面層の表面または表面下１２ｍｍまでの位置に少なくとも１個の温度計測プローブ
を配して温度計測を行うようにした請求項１～５のいずれかに記載の熱成形用成形型。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、熱成形用表面層及びこれに隣接する背後層を有する熱成形用成形型であって
、該表面層は熱浸透率（ｋＪ／ｍ２ｓ１／２Ｋ）が０．０１～２５の材料により形成され
ると共に下式 （１）：
Ｆα１／２×１０３＞ｔ＞Ｇ・・・・・・（１）
（式中、ｔ；表面層の厚み(ｍｍ)、α；温度伝達率(ｍ２／ｓ)、Ｆ；３０、Ｇ；０．０４
）
で表される厚みを有し、かつ前記背後層の熱浸透率が５以上で且つ前記表面層より大きい
材料から構成されていることを特徴とする熱成形用成形型を提供するものである。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
ｂ＝（λρＣ）１／２ ・・・・・（１） 
λ；熱伝導率（Ｊｓ－１ｍ－１Ｋ－１）
ρ；密度（ｋｇｍ－３）
Ｃ；比熱（Ｊｋｇ－１Ｋ－１） 
このｂ値は二つ物体の界面を通過して移動する熱量にかかわる特性値であり、この値が小
さいということは界面に少ない熱量しか流さないことを意味する。特定のｂ値を有する材
料を組み合わせる意味については後述することにする。
＜温度伝達率について＞
また上述の計算式（１）に用いられる温度伝達率（α値）は次の式で求められる特性値で
ある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
α＝λ／ρＣ （ｍ２／ｓ）
λ、ρ、Ｃは前述の熱浸透率の場合と同じものを意味する。 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
また、この表面層の厚みｔ（ｍｍ）の値は、 
Ｆα１／２×１０３＞ｔ＞Ｇ ・・・（１）
で表される式を満足することが必要で、このときのＦの値は３０であること、望ましくは
１５であること、更に望ましくは８であることが必要であり、またＧの値は０．０４であ
り、望ましくは０．０６、更に望ましくは０．０９、そして特段に望ましくは０．１３で
あることが必要である。
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